
様式第１－１号
令和5年（2023年）○月△日
豊中市長あて


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　豊中市○○町△-□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者名　株式会社　○○○○○○　
代表取締役　　豊中　希望　　　
（申込者が法人・団体の場合は、その代表者氏名も記入）



豊中市チャレンジ事業補助金交付申込書

　豊中市チャレンジ事業補助金の交付を受けたいので，豊中市チャレンジ事業補助金交付要綱第8条の規定に基づき，関係書類を添えて申込みます。

記

	１.事業の名称
	〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

	２.補助対象経費
	金　　　5,000,000　　円

	３.補助金交付申込額
	金　　　2,500,000　　円

	５.事業の内容
	別紙事業実施計画書及び予算書のとおり






様式第１－２号

豊中市チャレンジ事業補助金実施計画書

申込者名　株式会社　○○○○○○　
１．事業の名称

	※具体的内容がわかる事業名を記載してください。
〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇


２．事業の目標について
	【コース】※いずれかに〇をつけてください。
Ａ：チャレンジコース
Ｂ：コミュニティビジネスコース
Ｃ：スタートアップ支援コース


	【事業の具体的な目標】
※本事業完了時点でめざす状態（可能な限り数値目標も合わせて）を記載してください。




３．事業の内容


	（２）事業の詳細
＜これまでの事業活動と申込事業を行う背景、課題認識＞
・申込者は、20XX年に創業し、○○業界を対象にメインターゲットが○○代　男性のAという製品をメインに事業活動をしてきた。
・売り上げは年間○○○万円規模まで拡大したが、○○業界は△△が課題となっており、これ以上の成長は見込めないため、今後○○億円規模に成長が見込まれる新しい□□業界への進出を検討。
・Aでの知見をもとに、□□業界対象の▲▲▲を特長とした新製品の開発Bの開発を検討してきた。
＜申込事業のビジネスモデル＞（対象顧客、販売方法、販売単価、収支計画顧客に届ける価値など）
・対象顧客：○○代　女性　■■■に興味関心が高い層 

・販売方法：□□業界を対象とした展示会に出展し、販売先を開拓
・販売単価：○○○○円

・顧客に届ける価値：■■■に興味関心が高い○○代女性が、新製品Bの特長である▲▲▲により●●な効果により、いままでにない◇◇◇な価値を実感する
・収支計画：初年度　売上〇〇万円、売上原価〇〇万円、その他経費：〇〇万円、見込み利益〇万円
　　　　　　３年後　～
＜申込事業を通じて得られる効果＞
・目標：新製品Bの売上　初年度…○○万円／年、３年後…○○○万円／年 

・申込者にとっては、今後成長する市場である□□業界に進出することで、Aだけに頼らない事業活動を行うことができるだけでなく、○○業界と□□業界の両方に製品を提供することにより、事業領域を拡大することができ、事業全体の拡大が見込まれる。

（３）事業実施スケジュール（事業完了日までのスケジュール）
時期（年月）

実施内容

令和5年7月

自社HPリニューアル

令和5年8月

製品Bの開発

令和5年11月

▼▼展示会出展

令和5年12月

自社HPリニューアルオープン・製品Bの販売

（４）申込事業のアピールポイント
項目

申込事業におけるポイント
◆チャレンジ性

・新規性・挑戦性
・先駆性・革新性
申込者にとってどのような新規性などがあるか
・事業対象領域およびターゲットの拡大
　○○業界⇒□□業界に展開
　○○代男性⇒○○代女性

・▲▲▲の特徴をもつ新製品Bの開発

　▲▲▲の特徴をもつ製品の希少性（市場製品のうち1割程度）
◆取り組み姿勢

・継続性

・自立性・事業性
補助対象事業終了後の見通し、事業継続性について
・本補助金は、製品開発、販売先の開拓にあてるなど初期コストに充てる。

2年目以降は、既存製品Aの生産ルート等を応用し、コストを圧縮可能。
補助事業期間に、新製品の広報、周知、販売先確保することにより、2年度目以降は、売上を増やす。
◆市場性

・市場ニーズ

・将来性
申込事業の市場環境や将来性はどうか
・□□市場の成長性
　○○年現在の市場規模⇒○○億円

　○○年の市場規模予測⇒○○億円

　その中でも、○○代女性向けはさらに○○％の成長が見込まれる
（出典）・・・・・・・・・・
◆実現可能性

・財務健全性・実施体制
・専門的知識・経験
申込事業を完遂できる体制、知識、経験
・20XX年から○○業界でAを展開してきた技術を新製品Bにも応用可能

・新製品Bの開発、販路開拓には、Aの開発、営業チームメンバーが参加。
・プロモーションは、申込者の事業を熟知している▲▲株式会社と連携しながら、効果的に展開する予定。

◆地域への波及効果
・地域性・社会性
・発展性
(コミュニティビジネスコースの場合のみ記載してください。)
地域内でどのような経済波及効果があるか
・豊中市は、新製品Bのターゲット顧客の多い地域であり、新製品Bを販売することにより、ターゲット層を中心に購買意欲を高めることが期待される。
（５）補助期間終了後の展開について（800字程度）
※補助期間終了後に本事業をどのように展開させていくのかの見込みをご記載ください。
自社HPでは、製品Aだけでなく、新製品Bのニーズにも対応した内容にリニューアルすることで、新規顧客の増加が見込めます。また、リニューアルオープンを機に新たにネット販売を開始し、売上増加に向けてさらなる販売先の拡大へつなげていきます。
△△業界へ進出するにあたって、ターゲット層の多い地域である豊中市から顧客確保していきつつ、翌々は豊中市以外の地域にも▲▲▲の特徴をもつ新製品Bを広くPRし、より多くの人に、いままでにない◇◇◇な価値を実感していただきたいと考えます。



様式第１－３号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
豊中市チャレンジ事業補助金予算書
申込者名　　株式会社　○○○○○○　
１．収入内訳（資金調達内訳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （単位：円）

	区　　分
	金　　額
	備　　考

	補助金
	2,500,000
	

	自 己 資 金
	2,500,000
	

	合　　　計
	5,000,000
	


２．支出内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （単位：円）

	区分
	項目
	予算額
	内容（積算根拠等）

	補助対象経費
	会場・機材等借上料
	300,000
	○○出展料　　200,000円

什器等借上料　100,000円

	
	外注費・委託費
	1,000,000
	○○業務委託　1,000,000円

	
	広告宣伝費
	1,500,000
	チラシ作製費（2,000部）

　　　　　　　800,000円

パンフレット作製費（1,000部）

　　　　　　　700,000円

	
	景品・記念品代
	200,000
	○○イベント記念品代　200,000円

	
	機械装置・システム構築費
	2,000,000
	システム構築費　2,000,000円
（内、補助金100万円、自己資金100万円）

	
	
	
	

	
	
	
	

	合計
	5,000,000
	


補助対象経費の項目欄には、下記のいずれかをご記載ください。
「謝金」、「会場・機材等借上料」、「原材料費」、「外注費・委託費」、「知的財産権取得経費」、
「印刷製本費」、「広告宣伝費」、「機械装置・システム構築費」、「工具備品借上料」、「通信運搬費」、「保険料」、「景品・記念品代」、「改装工事費」、「車両改修費」
	補助金交付申込額（1,000円未満切捨）
	金　2,500,000　円


様式第１－４号
令和5年（2023年）○月△日

豊中市長あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　株式会社　○○○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　代表取締役　　豊中　希望　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

申込事業者について
	　　　　参加中小企業者等

項目
	事業所名
株式会社
○○○○○○
	
	

	事業所所在地
	豊中市○○町△-□
	
	

	代表者EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(とよなか),豊中)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(きぼう),希望)
	
	

	性別
	女
	
	

	生年月日
	昭和○年△月□日
	
	

	住所
	豊中市△△町□-×
	
	


備考
１　代表者の氏名及びふりがな、性別、生年月日並びに住所を正確に記載してください。

２　氏名及びふりがな、性別、生年月日並びに住所の情報を豊中市チャレンジ事業補助金
交付要綱第3条の規定に該当するか否かの確認のため関係機関に照会します。

３　申込み時点で未創業の場合は事業所名，事業所所在地は空欄でもかまいません。
　　　創業予定の事業所名，住所がある場合は記載してください。
様式第１－５号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年（2023年）○月△日　

豊中市長あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名　株式会社　○○○○○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　代表取締役　　豊中　希望　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業所名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　　

幹事選定報告書

　　　　　　　　　　　　（グループ名）は、　　　　　　　　　　　　　（事業名）を互いに協力し推進します。つきましては、申込み及び事業実施にあたり、下記のとおり幹事を選定しましたので報告します。

記

事業所名

代表者
様式第１－６号

　令和5年（2023年）○月△日　
豊中市長あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　豊中市△△町○○-□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　〇〇〇〇〇〇〇〇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表名　　大阪　光　　　　　　　　
（申込者が法人・団体の場合は、その代表者氏名も記入）


役員等名簿


	団体名
	

	所在地
	

	役職等


	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)
	性別
	生年月日
	住所

	
	
	男・女
	　年　月　日
	

	
	
	男・女
	　年　月　日
	

	
	
	男・女
	　年　月　日
	

	
	
	男・女
	　年　月　日
	

	
	
	男・女
	　年　月　日
	

	
	
	男・女
	　年　月　日
	


備考

１　役員等の氏名及びふりがな、性別、生年月日並びに住所を正確に記載してください。

２　氏名及びふりがな、性別、生年月日並びに住所の情報を豊中市チャレンジ事業補助金
交付要綱第3条の規定に該当するか否かの確認のため関係機関に照会します。


様式第１－７号　
令和5年（2023年）○月△日
豊中市長あて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　豊中市○○町△-□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申込者名　株式会社　○○○○○○　　　
　　　　　　　　　　代表取締役　　豊中　希望　　
（申込者が法人・団体の場合は、その代表者氏名も記入）


豊中市チャレンジ事業補助金誓約書
【　令和5　】年度豊中市チャレンジ事業補助金に申込みするにあたり、当事業に参加する者（企業グループ，又は団体の構成員を含む）が豊中市チャレンジ事業補助金交付要綱第3条に定める下記の事項に該当しないこと及び同要綱第17条に定める事項を厳守することを誓約します。
なお、万が一補助金交付決定後に下記事項に反したことが判明した場合は、補助金交付決定が取り消されることを了承します。また、当該取り消しに係る補助金が、すでに交付されているときは、それを返還します。

記
１．豊中市チャレンジ事業補助金交付要綱第3条に定める下記の事項に該当いたしません。
ア．宗教活動及び政治活動を主たる目的とする者
イ．暴力団、暴力団員、暴力団密接関係者
ウ．風俗営業を営む者
２．豊中市チャレンジ事業補助金交付要綱第18条に定める事項を厳守いたします。
　　ア．補助対象経費により取得した財産（以下、「取得財産」という。）については、金額に関
わらず、補助金交付の目的たる事業を遂行するために使用するとともに、善良なる管理　　　
者の注意をもって適切に管理します。
イ．取得財産の単価が１０万円以上の場合、｢減価償却資産の耐用年数等に関する省令｣（昭
　　和４０年大蔵省令第１５号）の定めに従い、適切に管理します。
ウ．取得財産については、取得日から５年間（※取得財産の単価が１０万円以上の場合は前
文に定める期間）は、補助金の交付の目的以外に使用し、他の者に貸し付け若しくは譲
渡し、他の物件と交換し、廃棄し、又は債務の担保の用に供しません。
なお、やむを得ない事由により実施が困難な場合は、市と協議します。
様式第１－８号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
物件状況証明書
豊中市長あて

（物件所在地）　　　　豊中市△△町1-2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

にある物件は、下記条件を具備している店舗物件であることを証明いたします。
なお、当該店舗物件に関しては、　　令和5　年　　　8　月　　　24　日から、（借主又は
利用者（事業所名）　　株式会社〇〇〇〇〇〇　　　　　　　が使用するものとする。
記
１．豊中市立地適正化計画に規定する、都市機能誘導区域に位置する店舗物件であること
２．店舗として賃貸借できる状況にありながら、３月以上、事業が営まれていない状態が継続していること
３．住宅部分等補助事業を実施しない部分がある場合は、店舗部分と住宅部分等補助事業を実施しない部分が明確に分離できる物件であること

令和5年（2023年）〇月△日

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　住所又は所在地　　　　　　　　　　豊中市◇◇町4-5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
店舗所有者又は仲介業者氏名（署名）　　産業　花子　　　　　
（※）本人（代表者）が自署しない場合は、記名押印してください。
（例）





提出日を記入してください。





申込者の情報を記入してください。グループの場合は、グループ名と幹事企業名。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





事業実施計画書（様式第１－２号）の１と同じ名称をご記入ください。





事業予算書（様式第１－３号）の合計額と補助金額等と同じ額をご記入ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





（注）本事業は、平成29年度予算が市議会で承認され、成立したのち実施されるものです。


今後、内容等が変更される場合がありますので、ご了承ください。





交付申込書（様式第１－１号）の１と同じ名称をご記入ください。





Ａ，Ｂ，Ｃいずれか１つに〇をつけてください。





【事業完了時】





【現状】





（１）事業の概要


※2～300字程度で簡潔にまとめてください。








グループでの申し込みの場合、それぞれの事業者の役割分担をご記入ください。





申込み時点で未創業の場合、必ず創業予定年月をスケジュールに記載してください。





補助対象費目ごとに予算を記入し、内容欄に内訳の詳細をご記入ください。





上乗せ対象経費部分も含めて合計をご記入ください。


本記入例の場合、機械装置・システム構築費経費（上乗せ対象）200万円の1/2⇒補助金額100万円


　　　　　　　　その他経費300万円の1/2⇒補助金額150万円


　　　　　　　　合計して補助金交付申込額は250万円となります。


様式１－１の補助金交付申込額欄と一致させてください。





提出日を記入してください。





申込者の情報を記入してください。


グループの場合は、構成員全員分をご記入ください。





グループのみ提出





提出日を記入してください。





構成員全員分の申込者の情報を記入してください。








団体のみ提出





提出日を記入してください。





団体の名称、所在地、役員の情報をご記入ください。





提出日を記入してください。





申込者の情報を記入してください。グループの場合は、グループ名と幹事企業名。





「令和5」を記入してください。





空き店舗利用をする場合のみ提出





本事業期間内で物件の使用開始日を記入してください。





提出日を記入してください。





使用予定の空き店舗の所有者の住所と名前をご記入ください。





本人が自署しない場合は、記名押印してください。








